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	製品設計ＦＭＥＡを短縮して「設計ＦＭＥＡ」と呼ぶ。
英語ではDesign Failure Mode and Effect Analysis、
簡単にDFMEAとも呼ぶ。
この活動の役目は、製品の使用で生じるいろいろな損傷（磨耗・サビ・曲がり、緩みなど）を漏れなく予測し、それによって生じる機能障害や災害や損害を浮き彫りにして対策追加の必要性を判定し、事前に対処すること。故に対策が必要かどうか明確に出来るやり方でなければ実務では役に立たない。その最も優れたやり方が、絶対評価４点法FMEAである。
相対評価10点法は後述のように、ほとんど使えない。
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	１．製品のどこをやるか決める。全くの新製品なら全部とか「重要な部分」もあり得る。モデルテェンジなら、変更関係箇所になる。
２．FMEA表に品目を書き、品目ごとに故障モードを列挙する。問題なのが「故障モード」の意味であるが、特に故障との区別が重要になる。
３．かたや故障モードの発生メカニズム（発生要因） を推定し、かたや故障モードの影響を追跡する。
４．その発生メカニズムでその故障モードが起きる頻度、起きた場合の影響の深刻さを評価し、必要なら対策を追加する。
５．終了したら、設計審査DRチームに報告する。
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	家庭の主婦に分かる簡単な構造にFMEAをやる。対象は台所のガスコンロにガスを導く本管との接続部（竹の子＋ゴムホース＋ホースバンド）としよう。
一般の講習会や参考書では、「機能ブロック図を作れ」と要求する。これは誰がＦＭＥＡを担当するのかを誤ったためだ。営業・購買・修理・運送・製造などの人材を集めてきて「多機能チーム」の名の下に「素人チーム」を作ってやらせようと考えたもので、素人は故障モードが起きてもシステムに与える影響が分からないから、事前に機能展開図を作って「ここがおかしくなったら、次はここがおかしくなる」と分かるように用意するのだ。しかしこの講座では設計者本人がやるので、部品構成表があれば十分である。
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	塩見 弘「FMEA、FTAの活用」(日科技連出版社)、P.117 に、ガスライターの設計について左のような機能ブロック図が模範例として紹介されている。
機能を全て列挙せよ→その機能の異常が故障モードだ、とする機能入り口説のやり方である。だが、誰が見ても「火花の発生」や「石の回転」などの機能がもれている。
このような簡単な事例で、しかも相応の熟練者が行っても、機能展開は極めて困難な作業であり、それをやるだけで大変な時間を浪費し、しかも結果は「抜けだらけ」になるのである。
　機能入り口説が全く使えない事情は、ここにも存在する。
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